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病気の変遷と感染症の新たな課題
多くの感染症を征圧 → みんなが知っているが忘れている状態
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我が国における２０世紀の疫学的変遷

マレーシア：ニパウイルス（1999）
患者265名（死亡者105名）
93％の患者が養豚業に関与

香港：
ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞA(H9N2)型（1999）
患者5名

０１５７
1996年 87件
患者数10,322
（死亡者8名）

SARS
(2002年11月～2003年8月7日：
WHO集計）
中国-患者5,327名（死亡者349名）
香港-患者1,755名（死亡者300名）
台湾-患者665名（死亡者180名）
シンガポール-患者238名

（死亡者33名）
ベトナム-患者63名（死亡者5名）
参考：日本：可能性例16、患者0

アジアの新興感染症（１９９６－２００４）

1

鳥インフルエンザ
（ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞA（H5N1)型）
・1997
香港-患者18名（死亡者6名）
・2003-
香港-患者2名(死亡者1名)
タイ-患者2名
ベトナム-患者7名(死亡者6名)

• 危機管理としての感染症対策を充実
• それを支える研究体制の強化
• 国際協力の推進

２１世紀の感染症対策２１世紀の感染症対策



感染症に立ち向かうシステム
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厚生労働省・国立感染症研究所
－制度設計・指導・支援－

担当部局・保健所・地方衛生研究所
－感染症法に基づく措置の実施主体－

担当部局・市町村保健セン
ター

－対人サービスの実施主体－

２



鳥インフルエンザについて
-今できること、これから行うこと-

③

1．国内における対策の充実

2．ＷＨＯとも連携した途上国への技術支援

3．国際的視野をもった研究の推進
•インフルエンザパンデミック（大流行）に対する危機管理
体制と国際対応に関する研究

•早期診断キットの開発に向けた研究

•ワクチンの開発に向けた研究 等

•感染症法に基づくサーベイランスの充実

•新型インフルエンザ発生に備えた体制整備等


